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日本気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

第21回粒体に関する討論
会

日本気象学会
昭和58年秋季大会

第9回レーザーレーダ
（ライダー）シンポジウム

第9回リモートセンシン
グシンポジウム

中部支部研究会

第6回極域気水圏シンポ
ジウム

第30回風に関するシンポ
ジウム

第10回国際生気象学会議

開催年月日

昭和58年10月17日～19日

昭和58年10月19日～21日

昭和58年11月10日～11日

昭和58年11月17日～18日

昭和58年11月25日

昭和58年12月7日～9日

昭和58年12月9日

昭和59年7月26日～30日
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日本気象学会

計測自動制御学会

気象学会中部支部

国立極地研究所

日本流体力学会ほか

場 所

神田学士会館

仙台第3合同庁舎

もみじ荘（栃木県塩原温
泉）

国立教育会館

名古屋大学水圏科学研究
所　大講義室

国立極地研究所

東京大学工学部境界領域
研究施設

順天堂大学有山記念館・
医学部
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